
実施日： 2026年1月11日 時間： 13:30～16:30 会場： みなみ市民活動・多文化共生ラウンジ・研修室３

No 発表時間
（分） 分類 提案者

30 体験出前 松本　聡

部品名 材料 仕様 入手先 材料費 数量 備考
受信コイル エナメル線 Φ0.4×11m モノタロウ 81 1 切断加工
ブレッドボー

ド
170穴 Amazon 62 1

アンプIC TA7368P 秋月電子 60 1
AMラジオ用IC UTC7642 秋月電子 25 1
スピーカー 8Ω　8W Amazon 60 1電子部品他一

式 403

ラジオペンチ ものさし
はさみ
ニッパー

　　2時間 完成度（体験塾の
場合・５段階）

5 備考・参考書等

ICラジオについて，以下の大幅なデザインと改良変更を行った。
1.アンテナコイルを紙皿を用いて作成した。
2.受信ならびに増幅に関わる電子回路部分をブレッドボードに集約した。
3.可変容量コンデンサをクリアファイルとアルミテープで製作した。
4.スピーカーをカラーボードに固定した。

以上の改良により平面化・軽量化が図られると共に
準備作業の大幅な負担軽減を実現できた。

主な材料
（削除可）

必要な工具等
（削除可）

体験塾等を想定
した所要時間

アイテム交換会エントリーシート

タイトルまたはアイテム名 概　要

フラットラジオ2025
ブレッドボードに，ICラジオの受信回路とアンプ回路を一体化し
した。また，ラジオ全体をカラーボードを用いて平面構造にする
ことにより準備作業の大幅な負担軽減と軽量化を実現した。

工作マニュアル　フラットラジオ2025

詳細説明
（別紙も可）
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